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横浜都市デザインビジョン(案)市民意見募集結果 

 横浜市では、「横浜都市デザインビジョン（案）」について、平成２７年２月３日に公表し、市民意見

募集を実施しました。市民の皆様から、多数の貴重なご意見・ご提案を頂きました。頂いたご意見等に

ついて本市の考え方をまとめましたので、公表いたします。 

 

1.市民意見募集の実施概要 

募集期間 平成 27 年 2 月 3日（火）から平成 27 年 3 月 3日（火）まで 

市民意見募集チ

ラシの配布場所 

市民情報センター、都市整備局都市デザイン室、各区役所区政推進課広報相談係

都市デザイン室ホームページ 

意見の送付方法 専用はがきの郵送（市民意見募集資料のチラシに添付）、FAX、電子メール、持参

その他 都市デザイン室ホームページで横浜都市デザインビジョン（案）本編を掲載 

 

２.実施結果 

意見の提出人数 47 人 

提出された意見数 117 件 

提出方法 専用はがき 33 通、電子メール 13 通、FAX2 通、郵送 1通、持参 0通 

（複数提出を含みます） 

 

３.専用はがきのアンケート結果 

横浜の都市デザインへの取り組みに関する認知度を尋ねました。 

（複数回答を含みます） 

 
 

 

  

7 

17 

11 

0 

14 

全然知らなかった

言葉は聞いたことがあった

事例を知っている

取組に関わっている。

無回答

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

単位：通

横浜の都市デザインへの

取組をご存知ですか？
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横浜都市デザインビジョン(案)市民意見募集結果 

４. 提出されたご意見とご意見に対する本市の考え方 

※いただいたご意見については、基本的に原文のまま掲載しています。 

No. ご意見の内容 本市の考え方 

 横浜の都市デザインの推進について（10 件）  

1 都市デザイン活動は重要な取組であり、横浜市に

おいて強力に推進してもらいたい 

横浜の都市デザインと本ビジョンが周知される

よう、より一層本ビジョンの普及・実現に取り

組みます。 

2 1 章から 3 章まで､十分に理解できたかという

と？ですが、わかる範囲で共感できます｡ 

本ビジョンを、より分かりやすく多くの人に理

解して頂き、共感してもらえるよう、章構成や

表現を一部変更しました。 

3 横浜の都市デザインはどうなってしまったので

しょうか｡ 

特に､この 10 年は無為無策に過ごした失われた

10 年であったと思います｡ 

他市が現存する地域資源を活用して官民共同し

て様々な取り組みを展開し､地域の活性化を図っ

ているのに比べ､歩行者空間の整備､歴史的建造

物の保存利活用などは見るべき成果をあげてい

ませんし､失政が続いています｡ 

 

本ビジョンは、昨今の社会変化などもふまえ、

これまで横浜が都市デザインへの取組を通して

得た経験や知識がより多くの人に共有され、

個々が自分の暮らしを豊かにしようとする際の

助けとなり、またその結果横浜全体がますます

豊かな都市となるよう、横浜の都市デザインの

重要なエッセンスを抽出しとりまとめ、ビジョ

ンとして策定したものです。本ビジョンの周知

を通して、理念の実現により一層取り組みます。

4 今回のビジョンは､財政力低下を逃口に分かりに

くい言葉を羅列した抽象的な作文です｡ 

都市デザインの開始以来掲げてきた 7 つの方針

に沿って(何故 7 つの方針がこのビジョンから消

えてしまったのでしょうか)､市内各地の具体的

な場所や空間をどうデザインしていくのかを具

体的に市民に示すことこそ､現在のような閉塞感

のある状況を突破する一番の道であると思いま

す｡ 

全面的な再考をお願いします｡ 

頂いたご意見を参考に、これからの都市デザイ

ン行政の果たすべき役割が明確になるよう、章

構成や表現を一部変更しました。 

5 目指すものが｢状況をつくる｣であったり､第 1 章

の着眼点が､空間だけでなく営みや感性であった

りと､これから目指している方向性が明確に感じ

られた｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

頂いたご意見を参考に、より一層本ビジョンの

普及・実現に取り組みます。 



 

3 

横浜都市デザインビジョン(案)市民意見募集結果 

No. ご意見の内容 本市の考え方 

6 今の横浜､さらには日本､さらには世界に欠如し

ているものを一つだけあげるとすると､｢ビジョ

ン｣だと思います｡目に見える未来｡昨今フランス

のピケティ氏が注目を集めているのも､｢自由､平

等､博愛｣というフランス革命以来の近代社会の

ビジョンの形骸化を押しとどめようと論陣を張

ったことが幅広い層の共感を得ているためと思

います｡そういう目で見ると､都市デザインビジ

ョンの中で｢風景を思い描く｣という行為を推奨

しているのは､｢ビジョンを描こう｣と言っている

のに限りなく同義かと｡すなわち｢ビジョンを描

こうというビジョン｣ですね｡とてもいいと思い

ます｡ 

横浜の都市デザイン活動は個々が自分の豊かな

暮らしの風景を想い描くことから始まり、横浜

らしい豊かな風景とは何かを共有して取り組む

ことが重要です。頂いたご意見を参考に、より

一層本ビジョンの普及・実現に取り組みます。

7 私は、今の横浜、日本、世界にかけているのは「ビ

ジョン＝目に見える未来像」だと考えています。

ですので、「風景を思い描く」という出発点の設

定に深く賛同します。（テーマソングは「イマジ

ン」でしょうか。） 

横浜の都市デザイン活動は個々が自分の豊かな

暮らしの風景を想い描くことから始まると考え

ています。頂いたご意見を参考に、より一層本

ビジョンの普及・実現に取り組みます。 

8 もう１８区全体で考えるのはやめよう。（全章へ

の意見として） 

横浜市全体で１８区、３７０万人、過去と未来予

測の人口動態などをみても、北部、西部、南部、

東部臨海部と分けただけでも、もうまったくと言

ってもいいぐらいに違うわけですよね。 

それを、ひきつづき関内一箇所で考えていくこと

には、もう無理があるのは皆わかっているがやる

しかないというところではあると思いますが、そ

ろそろ、「みなさんそれぞれの地域で考えません

か」と呼びかける時期ではないかと思います、次

の市長になったぐらいでしょうが。 

頂いたご意見を参考に、より一層本ビジョンの

普及・実現に取り組みます。 

9 横浜＝観光だけではなく、そこに住んでいた人た

ちの「暮らし」を考えることが大切なのだと思っ

た。 

横浜の都市デザインが、個々の暮らしと都市を

つなぐものであることがより伝わるよう、一部

構成と文章表現を変更しました。頂いたご意見

を参考に、より一層本ビジョンの普及・実現に

取り組みます。 

10 数年前から横浜に住んでおります。大好きになり

ました！赤レンガ倉庫の再生のようなプロジェ

クトを一層大切にしてほしいです。 

 

 

 

 

頂いたご意見を参考に、より一層本ビジョンの

普及・実現に取り組みます。 
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横浜都市デザインビジョン(案)市民意見募集結果 

No. ご意見の内容 本市の考え方 

 本ビジョンの伝え方・伝える対象について（９件）  

11 市民は第1-3章を読んでもしっくりはこないだろ

うから､別章のところを見るだろうけど、じゃあ､

その市民ってだれ?って思う｡ 

本ビジョンは、自分の暮らしを豊かにしたいと

思う人に読んで頂きたいと考えています。そう

した方々に読んで頂き、より共感して頂けるよ

う、一部構成と文章表現を変更しました。 

12 共感しにくいビジョンです｡なぜか｡それは､この

文章では､横浜に行き交う人の多くが共感しない

と思うからです｡啓発的かつ総花的な美辞麗句は

否定しょうがなく､結果共感しようもないです｡ 

より本ビジョンを手に取ってくださる方々に読

んでもらい共感して頂けるよう、一部構成と文

章表現を変更しました。 

13 中身はわからなくはないけど｢誰に向けて話して

いるのかわからない｣ので､ちょっと､いやかなり

もったいない｡ビジョンを｢誰に伝えていくのか｣

大事だと思う｡ 

市民をもう少し整理してみる｡ 

 1)5% 意識が高い 

 2)20% きっかけがあれば動く 

 3)50% 賛成も反対もしない 

 4)25% まったく興味がない 

｢都市デザイン｣というテーマだと 1)2)のパイが

さらに小さいのではないか｡ 

なのでまずビジョンを 2)に届かせて｢ファン｣を

つくることが大事｡ 

あとデザイン自体が目的に見えるというよりは､

デザインの力で｢安心･安全が保たれている｣とい

うことが上手く伝えられれば 3)に浸透していけ

る可能性が高い｡ 

広告戦略的に見て、このような市民分析と戦略を

含めてパンフに書いてもいいと思います。 

本ビジョンは、自分の暮らしを豊かにしたいと

思う人に読んで頂きたいと考えています。そう

した方々に読んで頂き、より共感して頂けるよ

う、一部構成と文章表現を変更しました。また、

策定後も様々な面から本ビジョンの周知に取り

組んでいきます。 

14 既に横浜が成していることが全然見えてこない｡

40 年ぐらい都市デザイン標榜しているのだか

ら､都市デザインをきちんとすると街も人もこん

なにイキイキするんですよ､というのがパンフか

ら伝わらないと､今まで｢都市デザインしてきた

市民｣ががっかりしないか｡ 

･写真が少ないし､海外の写真とか未だ使ってる

し､戸塚の写真も全然｢都市デザイン｣に見えない

し､これで都市デザインの価値を｢想像｣できるの

か? 

一部構成を変更し、これまでの横浜の都市デザ

イン活動が生み出してきた横浜の風景が、読ん

で頂く方により伝わるよう、写真を変更・追加

しました。 

15 このビジョンを多くの人に知ってもらうことが

必要だと感じました。 

 

 

頂いたご意見を参考に、より一層本ビジョンの

普及・実現に取り組みます。 
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横浜都市デザインビジョン(案)市民意見募集結果 

No. ご意見の内容 本市の考え方 

16 まわりにこのような市の取り組みを知っている

ヒトがほとんどいないのが残念です｡ 

ちょっとわかりにくいのかな…｡ 

あんまり自分に関わってないとか､関われる領域

じゃないとか思っているのかも…｡ 

これからを担う若い人たちに向けて市民講座(カ

タイな)とかガンガンやってください｡ 

 

思い切っていろいろやってしまいましょう! 

自分のまわりが変われば市民も気付くし…｡ 

 

頂いたご意見を参考に、より一層本ビジョンの

普及・実現に取り組みます。 

17 全体通して(横浜市の作る計画にはありがちです

が)誰が誰に対していっているのかよくわからな

い｡ 

文章より図や絵のほうが分かりやすいですね｡ 

もっとイメージでもいいのかも｡ 

本ビジョンは、自分の暮らしを豊かにしたいと

思う人に読んで頂きたいと考えています。そう

した方々に読んで頂き、より共感して頂けるよ

う、一部構成と文章表現を変更しました。 

18 なぜ本編は区役所で見れないのか？／見せない

のか？ 

みたければ本庁舎まで来いという姿勢ですか／

WEB は万能ですか？ 

各区窓口で本編の紙面による閲覧のご要望が市

民意見募集開始直後にありましたので、速やか

に各区窓口に配布し閲覧頂けるよう対処いたし

ました。開始と同時の閲覧とならなかったこと

をおわびいたします。 

 

19 市民の目線になっていますか。ビジョンをまとめ

るのにあたり、やったことは、新市庁舎の目線で

書かれてないですよね？ 

個々の暮らしに立った視点で見直し、一部構成

と文章表現を変更しました。 

 本ビジョンの構成・表現について（７件）  

20 都市デザインを｢いいな｣と思っている市民が登

場し語るような､そんな見え方ができないか｡ 

そういう市民を主体にしたいと､言っているの

に､プランナー目線の打ち出しになってしまって

いる｡ 

個々の暮らしに立った視点で見直し、一部構成

と文章表現を変更しました。 

21 まちづくりを専門としている人には良く聞く単

語だけれども､一般市民広くにはわかりづらい単

語が多い｡分かりづらい単語に説明がないと丸め

こまれた感じで好きではない。 

本文についてはなるべくわかりづらい用語を避

けるように努めました。また、用語解説の充実

を図りました。 

22 冒頭の「骨格」と、「着眼点」と、取り組み方の

「視点」が若干相互に重複するような印象があり

ます。概要版を見るとすっきり全体像がわかるの

ですが、冊子版を見ると、全体を見渡しづらかっ

たりします。全部覚えられるくらいに簡潔な構成

の方が、市民には親しまれるかもしれません。 

 

頂いたご意見を参考に、重複する印象がなるべ

くなくなるよう、一部構成と文章表現を変更し

ました。 



 

6 

横浜都市デザインビジョン(案)市民意見募集結果 

No. ご意見の内容 本市の考え方 

23 行政側に不足している使い手側の目線を取り入

れようとしていると思います。一方で、横浜外の

意見が入らないのが残念だと思います 

本ビジョンの普及・実現にあたっては、市外の

方にとっても、魅力的な横浜らしい豊かな風景

を実現していくことが重要であると考えていま

す。頂いたご意見を参考に、より一層本ビジョ

ンの普及・実現に取り組みます。 

24 概要をぱっとみたとき､視点が新しい！いいなと

思いましたが､本編を読むと文章が 

･口語的ないい方と従来型の文章が混じり、 

(｢参照し取り入れたりすることを想定｣など) 

･抽象的なことばが多く､ 

(｢問題･課題.要求.需要｣など) 

･何を指しているのかわかりづらい｡ 

(｢そんな時代｣｢個々｣など) 

 

構成もわかりにくい｡ 

 

冒頭がなぜ｢ともに｣目指すもの､なのか? 

ここは､｢ビジョン｣によって目指すもの､では? 

 

ビジョン＝羅針盤､をはっきりさせることで、都

市デザインの日常化をめざしたい､なぜなら｢価

値ある風景｣が多様化していて､これからの時代

にはそれぞれに｢都市デザイン｣が必要､というこ

とをもう少し具合的に説得力を持って語ってほ

しい｡ 

本ビジョンは、自分の暮らしを豊かにしたいと

思う人に読んで頂きたいと考えています。そう

した方々に読んで頂き、より共感して頂けるよ

う、個々の暮らしに立った視点で見直し、一部

構成と文章表現を変更しました。 

また、本文についてはなるべくわかりづらい用

語を避けるようにし、用語解説の充実を図りま

した。 

25 本編を見ていないので、本概要を見た限りでの意

見ですが、用語の説明で、本編の概要になってい

ないのでは？ 

概要資料について、より本編の内容が把握でき

るように、一部構成と表現を変更しました。 

26 横浜市を他市に置き換えても通用してしまうも

のではないですよね！！本編が見れていないの

で大丈夫ですか！？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本ビジョンは、昨今の社会変化などもふまえ、

これまで横浜が都市デザインへの取組を通して

得た経験や知識がより多くの人に共有され、

個々が自分の暮らしを豊かにしようとする際の

助けとなり、またその結果横浜全体がますます

豊かな都市となるよう、横浜の都市デザインの

重要なエッセンスを抽出しとりまとめ、ビジョ

ンとして策定したものです。本ビジョンの周知

を通して、理念の実現により一層取り組みます。
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横浜都市デザインビジョン(案)市民意見募集結果 

No. ご意見の内容 本市の考え方 

 「都市デザイン活動の日常化」について（３件）  

27 いわゆる補完性の原理から言えば、もうトップダ

ウンでの考えを下々の区へ、自治会へ、住民へと

いうことでは伝わらないのは自明の理ですね。一

人ひとりが気づき、掘り下げ、検証し確信し、そ

れを周りに広めていく、そういう学びと行動のサ

イクルを住民一人ひとりが持てるような、持続的

な取り組みが必要です。 

 

 

都市デザイン活動の日常化のためには、個々が

都市デザインに取り組む主役となるよう、都市

デザイン行政は幅広い側面から総合的にかかわ

る「舵取り」としての姿勢が重要になると考え

ています。また、都市デザイン行政の舵取りと

しての取組と、個々の活動とが互いに補完しあ

う関係となるよう取り組みます。 

28 「日常化する」ということが良いと思いました。

市民の皆さん参加してくださいと言っても意欲

のある人のみが参加してしまうという結果にな

りそうと思うので。 

横浜で暮らす個々が都市デザインに取り組む主

役となり、個々の活動が生き生きとしたものと

なるよう、本ビジョンの普及・実現に取り組み

ます。 

29 都市デザインのビジョンの中の「日常化」という

言葉が、ハード整備からかわっていく都市のあり

方を表しているのかなと思いました。 

頂いたご意見を参考に、より一層本ビジョンの

普及・実現に取り組みます。 

 横浜の都市デザインの理念について（３件）  

30 冒頭「理念」は都市デザインの目的にあたる部分

と思いますが、「ハードとしての風景」に限られ

ているように読めてしまいます。岩崎駿介さんが

都市デザインとはコミュニケーションの装置を

デザインすること、と言われているように、昨今

の使い方の「コミュニティデザイン」、つまり人

と人とをつなげるソーシャルキャピタルを高め

るということをミッションとして負っているこ

とを明記すべきではないかと思います。 

思い描くべき風景は、突き詰めると人と人とがコ

ミュニケーションを楽しんでいるような、「人の

いる風景」だと思います。最後の「スケッチブッ

ク」には人がいるのですが、理念に「人の気配」

が薄い気がします。 

横浜の都市デザインは、「空間」だけでなく「営

み」や「感性」を都市の構成要素と考えていま

す。横浜の都市デザインが、個々の暮らしと都

市をつなぐものであることがより伝わるよう、

一部構成と文章表現を変更しました。また、人

が生き生きとした様子がより伝わるよう写真及

びスケッチの一部構成と表現を変更しました。

31 山崎亮氏的な､ソフトツールにより人をつなぐ

｢コミュニティデザイン｣を対象にしているかが

気になりましたが､そこまでは明確に踏み込んで

ない感じでしょうか｡元来都市デザインがそうで

あったように､ハードによるコミュニティデザイ

ンで寸止めという印象です｡これは妥当なところ

でしょうか｡ 

 

 

 

本ビジョンを通じて、横浜で暮らす個々が都市

デザインに取り組む主役となる都市となるよ

う、より一層本ビジョンの普及・実現に取り組

みます。 
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横浜都市デザインビジョン(案)市民意見募集結果 

No. ご意見の内容 本市の考え方 

32 「人間的な都市」に賛同します（序章への意見と

して） 

多様化した世の中において、もう単一の自治組織

や、企業体の思惑などではそもそも持続的な発展

はおろか維持さえできなくなっていくのでしょ

う。そうしたとき、都市デザインは「人ひとりひ

とり」にあらためて向きあう時期に来ているので

しょうし、都市デザインの先人たちもそう言って

いるはずです。 

 

 

 

 

個々の暮らしを豊かにしようとする主体的な活

動が、横浜らしい豊かな風景を生むことにつな

がるよう、より一層本ビジョンの普及・実現に

取り組みます。 

 横浜の都市デザインの担い手について（９件）  

33 仕事上（屋外広告業）で感じるのは、１０年単位

で横浜市全体の活力が失われている感覚です。 

東京に負けたというよりは、川崎・鎌倉・藤沢・

横須賀に比較し、成熟よりも衰退といった印象で

す。理由は、市民が行政に頼りすぎている、行政

が各団体を甘やかすなど。交通局など論外です。

個々の暮らしを豊かにしようとする主体的な活

動が、横浜らしい豊かな風景を生むことにつな

がるよう、より一層本ビジョンの普及・実現に

取り組みます。 

34 ＜六大事業の批評をすること＞ 

横浜に足りないのはビジョンではなく､リーダー

シップです｡その鍵となるのが六大事業の批評で

す｡来年は､六大事業から四半世紀｡この功罪を読

み解かなければ､次の 50 年はありません｡例え

ば､横浜駅｡この駅は横浜の顔たるデザインでは

ないです｡駅の表玄関であった東口の海を埋め､

東海道との結節を見えなくしています｡いわゆる

横浜市の都市デザインが最も働いていない場所

が､この駅です｡ 

その一方で､首都圏有数の乗降客数を誇り､市内

で最も不動産価値のあるマンションが立つ場所

は横浜駅東口です｡横浜は､海と街道に閉じられ

た駅を生みだした結果として､臨海部の開発を得

て､同時に豊かな海の自然を失いました｡ 

時代の要請､都市開発の圧力､様々なものを受け

止めてきたのが都市デザインであり､当時の苦労

は絶えなかったでしょう｡今更､開発を元に戻す

必要はないのですが､都市デザインが取捨選択し

てきた結果は､必ず批評できます｡そのことこそ

が､真のリーダーシップを生み出すはずです 

 

これまで横浜の都市デザインが生んできた横浜

らしい豊かな風景を再度分析・評価し、横浜で

暮らす個々が都市デザインに取り組む主役とな

り、個々の活動が生き生きとしたものとなるよ

う、本ビジョンの普及・実現に取り組みます。
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横浜都市デザインビジョン(案)市民意見募集結果 

No. ご意見の内容 本市の考え方 

35 まちづくりとは､誰もが主導しても良いのです｡

必要に応じてチームを組めば良いのです｡ 

行政が必要と思えば､ビジョンを実現するため

に､僕たちと組みませんか､一緒に担当部局を説

得しませんか､と言えば良いのです.誰もが､喜ん

で相談にいきます｡そんな都市デザイン行政を期

待します。 

頂いたご意見を参考に、都市デザイン活動の日

常化に取り組みます。また、これからの都市デ

ザイン行政の果たすべき役割が明確になるよ

う、章構成を一部変更しました。 

36 私たちも 10 年後､やっぱり横浜に生まれて､ 

住み続けてよかったと思えるようにできる事こ

とから行動にうつしていきたいです｡ 

 

 

 

横浜で暮らす個々が都市デザインに取り組む主

役となり、個々の活動が生き生きとしたものと

なるよう、本ビジョンの普及・実現に取り組み

ます。 

37 横浜の都市デザインビジョンは､行政や一部の専

門家のみが取り組むものではなく､市民自ら自分

の生活と横浜をより豊かにしようと主体的に､ま

た､都心部だけでなく横浜市全域において取り組

めるよう想定されていることに共感します｡ 

個々の暮らしを豊かにしようとする主体的な活

動が、横浜らしい豊かな風景を生むことにつな

がるよう、より一層本ビジョンの普及・実現に

取り組みます。 

38 市民が主体になって関わらないと何も進まない

と思うので、その点でよかったと思います。 

個々の暮らしを豊かにしようとする主体的な活

動が、横浜らしい豊かな風景を生むことにつな

がるよう、より一層本ビジョンの普及・実現に

取り組みます。 

39 市街地をもっと「自分が住みたい街」にしたいと

いう発想で考えていきたいと思った。 

横浜で暮らす個々が都市デザインに取り組む主

役となり、個々の活動が生き生きとしたものと

なるよう、本ビジョンの普及・実現に取り組み

ます。 

40 都市計画に市民を巻き込んで取り組んでいく姿

勢に共感しました。 

横浜で暮らす個々が都市デザインに取り組む主

役となり、個々の活動が生き生きとしたものと

なるよう、本ビジョンの普及・実現に取り組み

ます。 

41 

 

｢自分の生活と横浜をより豊かにしようとする人

と共有｣とありますが､これは一般市民ではなく､

何かをやろうとする人のことか？ 

取り組む主体はかかわるすべての人､といってい

ますが、主体的に取り組むことが重要なのはわか

りますが､自分の生活は豊かにしようと思って

も､ 

同時に｢横浜｣を考える人は行政かプランナ

ー?(都市デザイン室は､あるいは横浜市は?)自分

の生活の豊かさが横浜の豊かさにつながる都市

をつくりたい､ 

という感じでしょうか？ 

横浜の都市デザインが、個々の暮らしと都市を

つなぐものであることがより伝わるよう、一部

構成と文章表現を変更しました。 
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横浜都市デザインビジョン(案)市民意見募集結果 

No. ご意見の内容 本市の考え方 

 着眼点「空間」「営み」「感性」について（７件）  

42 ＜「デザイン」の意味と価値を広げること＞ 

今､必要なことは､｢文化｣｢まちづくり｣｢経済｣と

いった言葉をもっと自由に広義に使っていくこ

とです｡暮らす人にかぎらず､通勤通学や観光で

訪れた人が起こす行動の全ては､その街にとって

｢文化｣であり､｢まちづくり｣であり､｢経済｣です｡

そして､その集合が都市･横浜です｡この核にある

は｢交流｣です｡交流＝交易｡つまりは､もっと金儲

けについて述べることで､｢デザイン｣という幅は

広がります｡金儲けとは､人の営みです｡ 

人が集まる場所には､市､活動＝産業が立ちます｡

つまりは､産業をデザインするのが､都市デザイ

ンとなります｡今の横浜は､産業をあまりにも狭

義かつ縦割りに語っていると感じます｡都市を語

るものとして､各セクターに寄り添いつつ､時に

は包括的に語り､時には肩をほぐす役割を期待し

ます｡ 

 

 

 

頂いたご意見にありますように、横浜の都市デ

ザインは、働くことや観光などの「営み」とと

もに都市を捉えます。また、これからの都市デ

ザイン行政の果たすべき役割が明確になるよ

う、章構成を一部変更しました。 

43 都市デザインの中心は人間の営みにある。いかに

住みやすく、働きやすく、居心地がよいかが最重

要と考えます。また、街並み、建物等の空間によ

って啓発されたり、内発的力を養することと思い

ます。是非、緑豊かな人々が愛する横浜のまちを

デザインしていってください。 

 

 

頂いたご意見にありますように、横浜の都市デ

ザインは、街並みなどの「空間」と、住むこと

や働くことなどの「営み」とともに都市を捉え

ます。頂いたご意見を参考に、より一層本ビジ

ョンの普及・実現に取り組みます 

44 人間生活していく上で何より労働が第１であり、

それによって衣食住が成り立つことにより、明る

い住み良い楽しい活気のあるまちが成立する。 

 

 

頂いたご意見にありますように、横浜の都市デ

ザインは、住むことや働くことなどの「営み」

とともに都市を捉えます。 

45 （「感性」「営み」「空間」の中で）市として重要

視するのは何ですか？ 

 

 

横浜の都市デザインは、「空間」「営み」「感性」

の３つの着眼点で都市を捉えます。 

46 感性／営み／空間という見方で都市を語れるの

ですか？ 

 

 

横浜の都市デザインは、３つの着眼点で都市を

捉えます。 
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横浜都市デザインビジョン(案)市民意見募集結果 

No. ご意見の内容 本市の考え方 

47 最近の考えていることとして、「各種施策への心

理学の視点の導入」ということがあります。質の

時代に入った今、スペックよりも、満足度が重要

になっていると思います。どのような都市デザイ

ンがまちを訪れる人にとって好ましく感じられ

るものなのか、心理学による検証、さらには立案

ということに取り組んでいくことができないで

しょうか。着眼点の「感性」のところは関係あり

そうですが。既存の学問で言えば、環境心理学と

いうのが比較的それに近いように思います。アフ

ォーダンスという概念も重要と思います。心理学

については、実は都市デザインに限らず、市の全

施策に導入すべきと思っているのですが、都市デ

ザインは最もフィットする分野のひとつと思い

ますので、ビジョンへの意見として申し上げま

す。 

横浜の都市デザイン活動は、異なる領域を横断

して取り組むものと考えています。また、横浜

の都市デザインは、「空間」「営み」「感性」の３

つの着眼点それぞれに取り組み、総合的な活動

とすることが重要と考えています。頂いたご意

見を参考に、より一層本ビジョンの普及・実現

に取り組みます。 

 共有する価値観について（４件）  

48 第 2 章の価値は､横浜らしさがどのあたりにある

のかがわからない。 

５つの価値は、横浜がこれまで培ってきた価値

であり、これからさらに高めていく価値と考え

ています。より価値を理解・共有して頂けるよ

う、一部構成と文章表現を変更しました。 

49 ５つも価値があると目指す方向がわかりにくく

なる。 

５つの価値は、横浜がこれまで培ってきた価値

であり、これからさらに高めていく価値と考え

ています。 

50 まちづくりには様々なステークホルダーがいて、

共通認識をつくったり、同じ方向性を向くことは

難しいと思うので、価値観の共有が大切なのかな

と思いました。 

価値を共有することは個々の活動に方向性を与

える重要なものと考えています。頂いたご意見

を参考に、ビジョンの普及・実現に取り組みま

す。 

51 5つの価値に対する評価はどのようにするのです

か？ 

各々の価値に対する評価基準は何ですか？ 

個別の価値に対して評価するのではなく、５つ

の価値で横浜らしい豊かさを評価するものと考

えています。 

 個別の 5 つの価値について（８件）  

52 横浜がこれからも高めていく価値は、創造性と物

語性と思う。155 年開港の歴史と自然、人のつな

がりなど古くからの営みの上（物語性）に、新た

なイノベーションを生む創造性のある都市を共

有する価値とするべき。 

頂いたご意見にありますように、本ビジョンで

は創造性や物語性は横浜がこれまで培ってきた

価値でありこれからも高めていく価値と考えま

す。より価値を理解・共有して頂けるよう、本

ビジョンの普及・実現に努めてまいります。 

53 エリアごとに特色があって、あそこにいくと歴史

があり、こちらはショッピング等、それぞれが物

語性につながっていくと素晴らしいと思います。

頂いたご意見にありますように、本ビジョンで

は物語性は横浜がこれまで培ってきた価値であ

りこれからも高めていく価値と考えます。より

価値を理解・共有して頂けるよう、本ビジョン

の普及・実現に努めてまいります。 
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横浜都市デザインビジョン(案)市民意見募集結果 

No. ご意見の内容 本市の考え方 

54 親近感と有機的は特に大事だと思う。郊外部のコ

ミュニティは衰退しているような感じがするの

で、そうしたエリアも包括するようなデザインイ

メージを打ち出してほしい。 

横浜の都市デザイン活動は、市全域で取り組む

ものと考えています。頂いたご意見は、本ビジ

ョンの普及・実現や各種事業実施の際の参考に

させていただきます。 

55 近視眼的･短期的な経済効果の価値観しか持たな

い市長には､ヨーロッパなどに見る文化財保護や

景観整備を通して長期的経済効果を発揮する観

光や創造的産業の価値観がわからないのでしょ

うか｡ 

頂いたご意見・ご指摘を真摯に受け止め、「魅力

と個性のある人間的な都市」となるよう取り組

みます。また、これからの都市デザイン行政の

果たすべき役割が明確になるよう、章構成を一

部変更しました。 

56 市民の人々の能力を活かし、将来に向け知恵を結

集し、人々の交流、地域の特徴を使って機能を十

分発揮し自然等々を一層有効に調和した港都「横

浜」づくりを。 

頂いたご意見は、本ビジョンの普及・実現や各

業の参考とさせていただきます。 

57 多様な人材を受け入れ、多様な価値観を認める。

こうした横浜の性格を理解していない、知らない

方も近年、多いと思います。東京はコミュニティ

が失われつつある。その様子を見て、外部からの

人材に頼るのではなく、内部の人材をどう育てて

いくのかも重要です。 

頂いたご意見を参考に、より一層本ビジョンの

普及・実現に取り組みます。 

58 持続すべき方向性として、東京発で様々な独特な

文化が世界から注目されてはいるが、横浜はあく

まで横浜らしさにこだわり、横浜のセンスを大切

に育てるべきである。クラシカルな洋楽、東京で

すたれてしまったビンテージなもの、正統派のヨ

ーロッパナイズ。品のある上質な大人の分化を形

成し、米欧の先進国に並ぶべきであって、お子ち

ゃまテーマパーク、お子ちゃま的な文化をつくる

のではなく、米欧の品格に並ぶべく、都会的な品

格のある文化を地道に目指したい。 

頂いたご意見を参考に、より一層本ビジョンの

普及・実現に取り組みます。 

59 今回のビジョンの価値観には官民を問わない公

共性と言う価値観がすっぽり抜け落ちています 

個々の暮らしと活動が公共性をもち、横浜らし

い豊かな風景をつくるために、本ビジョンの普

及・実現が重要と考えています。 

 取り組み方について（４件）  

60 実際に行動を起こすことが必要。また、その時で

す！！ 

横浜市が将来（未来）にむけて様々なビジョンを

考え、検討していることが理解できました。１０

年後、２０年後・・・に横浜に住んでいてよかっ

たと思える都市づくり、まちづくりを期待したい

し。また、横浜市はそれができる都市だと思って

います。人に、街に、そして環境に優しい都市を

市民の一人として心がけ、応援します。 

横浜で暮らす個々が都市デザインに取り組む主

役となり、個々の活動が生き生きとしたものと

なるよう、本ビジョンの普及・実現に取り組み

ます。 
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横浜都市デザインビジョン(案)市民意見募集結果 

No. ご意見の内容 本市の考え方 

61 ＜「都市デザイン行政」としての舵取りと、「都

市デザイン活動」をになう住民として（３章など）

＞ 

都市デザイン行政としては、今後厳しい選択と集

中の時期をますます迎えるのでしょう。身を切る

ためにも、そのなかでも未来を描くべく、部署と

して磨いていってください。 

 

 

都市デザイン行政としての取組、さらには、都

市デザイン専門部署の位置づけなどがより明確

になるよう、一部構成と文章表現を変更しまし

た。 

62 

 

（取り組み方の章と）共有する価値観との関係性

は？！ 

共有する価値は都市デザイン活動に取り組む全

ての人と共有するものです。また、５つの視点

は都市デザイン行政が舵取りとして重視するこ

とです。 

 

63 ここで言っている当事者とは誰のことですか？

市民かデザイン室かその他か 

 

各取組や事業に直接関わる人や団体・組織のこ

とを指しています。 

 風景全般について（10 件）  

64 

 

 

｢OPEN YOKOHMA｣という都市ブランドスロ

ーガンは市民意見から描かれた｢横浜の未来像｣

を集約した言葉で､そういうまちをつくろうとい

うビジョンです｡OPEN YOKOHAMA にあう

風景がさまざまな人により思い描かれ､日常の中

で都市デザインとして具現化していくといいで

すね｡ 

 

 

個々の暮らしを豊かにしようとする主体的な活

動が、横浜らしい豊かな風景を生むことにつな

がるよう、より一層本ビジョンの普及・実現に

取り組みます。 

65 

 

 

風景のスケッチブックに「課題｣があったらリア

リティが感じられて個人的には見ていておもし

ろい｡ 

スケッチブック内の一つ一つのアイデア等は、

現在の課題も認識しながら書かれていますが、

ここでは将来の「風景」として書いているため、

あえて明確な課題としては表現していません。

頂いたご意見を参考に、よりリアリティが感じ

られるスケッチブックとなるよう一部表現を変

更しました。 

 

66 

 

 

風景スケッチブックは見ているだけで楽しいで

す。 

多くの市民が共有できたら実現するでしょうか｡

 

より個々が風景を想い描けるスケッチブックと

なるよう一部表現を変更しました。 

67 実際に絵に描くと想像ができると思います。 より個々が風景を想い描けるスケッチブックと

なるよう一部表現を変更しました。 
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横浜都市デザインビジョン(案)市民意見募集結果 

No. ご意見の内容 本市の考え方 

68 このビジョンは、特徴的な箇所の魅力を向上させ

るものなのか､ボトムアップをめざすものなの

か｡ 

企業向けか､シンボルツリーを守る自治会や商店

会のおじいちゃんたち向けか｡ 

両者である場合､別章の風景スケッチブックは､

みなとみらい地区や市民の森など広く一般では

なく限定された場所を連想させるものが多いか

ら､全市的に連想ができるスケッチがそれらの間

に追加されると親近感が生まれると思う。例え

ば､ 

 商店街(いきいきしているものとは限らず｡) 

 昭和期に出来た古い団地-うちの団地とかね。 

 幹線道路に分断されたまち（藤沢よりの戸塚と

かによくある感じ）｡ 

頂いたご意見を参考に、より多くの地域の方に

親近感を抱いてもらえるスケッチとなるよう一

部表現を変更しました。 

69 別章のスケッチ（恥ずかしくて本章に入れられな

いでしょう）は子供の描いたような稚拙な絵で沿

えてあるアイデア文も一般的で心に響かず､都市

デザイン室の創造力の欠如を図らずも露呈して

います｡ 

頂いたご意見・ご指摘を真摯に受け止めて、今

後子供から大人まで様々な横浜で暮らす個々が

より豊かな風景を想い描き、共有し、実現に向

けて生き生きと取り組んでいけるよう、都市デ

ザイン行政として取り組みます。また、より個々

が風景を想い描けるスケッチブックとなるよう

一部表現を変更しました。 

70 郊外部の活性化とまちづくりが重要だと思う。 頂いたご意見を参考に、本ビジョンの普及・実

現に取り組みます。 

71 特に面白く､自分も来たばかりですが､郊外住宅

街が広がる栄区がどういう風景になると楽しい

か､考えるよすがになりました｡" 

 

より個々が風景を想い描けるスケッチブックと

なるよう一部表現を変更しました。 

72 1 章から｢風景｣がいきなりでてくる感じですが、

今まで横浜(市?)はこういう理念でこういう風景

をつくってきた､だからこんないいまちができ

た｡ 

その理念や価値観は大事にしながら､新たな視点

をもってこれからの時代にあった｢豊かな｣まち

と生活(価値ある風景)を実現するための取り組み

が都市デザインであり､その｢風景｣はこんな感じ

(スケッチ)、のように説明してもらえるとわかり

やすいのでは？ 

 

頂いたご意見を参考に、一部構成と文章、表現

を修正しました。 

73 市の未来の風景の中で重視するのは何ですか？ 

 

個々が都市デザイン活動に日常的に生き生きと

取り組んでいる風景です。 
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横浜都市デザインビジョン(案)市民意見募集結果 

No. ご意見の内容 本市の考え方 

 具体的な事業や取組について（43 件）  

74 桜木町から横浜駅間の旧東横線のガード下には、

喫茶店･ブティックなど以外に､みなとみらい地

区に勤務するビジネスマン･ビジネスウーマン向

けの｢保育施設｣を立地することを要望します｡ 

 

頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 

75 桜木町駅から山下埠頭間の軌道を利用した

｢LRT｣を敷設することを提案します。 

 

頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 

76 国際交流を進めていくためにも、市内にある公共

施設のピクトグラム化を推進してはどうか。 

 

頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 

77 ＜横浜市交通局の債務圧縮について＞ 

都市デザインに絡むものとして、バス車庫･バス

ターミナル･地下鉄駅構内を高度利用してはどう

か。中心部にある車庫等をマンション等の開発用

地として公募したり、駅構内やバスターミナルで

の商業利用を入札方式により集めたりする対策

で債務圧縮を図ってはどうか｡ 

 

頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 

78 ＜市全体におけるゾーニング＞ 

｢青葉区・緑区（自然･教育）｣｢都筑区･港北区（教

育･工業）｣｢鶴見区･神奈川区（工業･歴史）｣｢瀬

谷区･旭区･保土ケ谷区･泉区（自然･医療）｣｢中区･

西区（歴史･観光）｣｢戸塚区･栄区（自然･工業）｣

｢南区･港南区（自然･歴史）｣｢磯子区・金沢区（歴

史･観光･工業）｣の 8 ゾーンに分けて都市発展の

課題を洗い直し､地域毎のブランディングによ

り､横浜市全体の再活性化を図る｡ 

頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 

79 市域を５～６か所ごとにゾーニング。特に市北西

部エリアにＪＲ・東急などと組んだ周遊パスを導

入して、市内への回遊性確保。 

 

頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 

80 ＜旧東横線高架下の商店街化＞ 

旧東横線高架下（横浜～桜木町間）を 20～30 代

の若手起業家に開放し、横浜銀行･横浜商工会議

所と連携し､事業計画コンペに勝ち抜いた人物に

必要融資と創業 3 年間の地代無償保障､粗利から

の納税を前提としたプログラムを実施し､秋葉原

の高架下のような地元ブランド育成につながる

企画を実施する｡ 

 

頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 
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横浜都市デザインビジョン(案)市民意見募集結果 

No. ご意見の内容 本市の考え方 

81 ＜横浜市中心部における水上交通網の整備＞ 

横浜と言えば｢港｣のイメージであり､水上交通の

活性化と低価格化は重要な課題と思われる､横浜

駅北東口付近に乗船場を確保し､観光の起点とす

るほか､新市庁舎への交通アクセスとしての活

用､羽田空港やお台場､ディズニーランド等への

アクセス強化での活用などが可能と考える｡ 

なお､賛否両論となっている｢統合型リゾート｣問

題解決の切り札として､埋立地に市内を直接通ら

ない形で羽田空港との間にシャトル便を就航さ

せて、トラブル防止と市民へのギャンブル被害遮

断を図ることは出来ないだろうか｡ 

頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 

82 ＜みなとみらい地区への保証金廃止と NPO 法人

補助金の厳格化＞ 

市の財政が蝕まれている状況でこれらの優遇策

は良い結果をもたらすとは思えない。支出を絞

り､収益を図る努力をすべきではないか｡ 

頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 

83 ＜歴史的建造物や自然遺産保護のための市民基

金＞ 

本来なら市民の有志で行うべきものだが､口ばか

りの市民が多い横浜ではなかなか前に進まない

と思われるため､横浜歴史･自然遺産保護基金を

横浜市主導の下に設立させ､市民からの寄付の受

け皿とするほか､各種活動の基点として活用して

いく｡ 

 

 

 

 

頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 

84 ＜横浜市北西部の市民に横浜市中心部への来街

促進施策＞ 

「東急｣｢JR｣｢交通局｣などの事業者が共同して

｢横浜みなと周遊きっぷ｣などのお得な料金設定

プランをしたものを用意し､気軽に青葉区･都筑

区辺りの市民が中心部に出られるような施策を

用意する｡ 

頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 

85 ＜中心部道路のゾーニング＞ 

本町通り以西を商業･ビジネスゾーンとして､本

町通りと海岸通りに挟まれたエリアを観光ゾー

ンとして整備･再開発し、交通渋滞緩和と更なる

イメージアップにつなげる｡ 

 

頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 
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横浜都市デザインビジョン(案)市民意見募集結果 

No. ご意見の内容 本市の考え方 

86 中心部の交通整理、観光/商業/ビジネスのゾーン

に分け、動線を分ける。水上交通を大幅に活用、

ＩＲは反対だが隔離政策により、羽田と埋立地シ

ャトル便（水上）を使う。 

 

頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 

87 ＜横浜観光ＰＲチームの創設＞ 

観光大使等とは別に､全国や世界的に知られてい

る著名文化人に協力を要請し､観光ＰＲチームを

結成して､世界に発信を図る。 

 

頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 

88 関内地区､その中でも横浜公園～日本大通～象の

鼻パークの海と陸を繋ぐ軸ゾーンは､横浜のアイ

デンティティにとって最重要の場所です｡城下町

にとっての城のような存在です｡名勝史跡または

重要伝統的建造物群保存地区に指定すべき地区

でしょう｡地区にある建築物はいずれ十分に指定

されるべき価値のある歴史的建造物です｡ 

ところが､旧生糸検査所の倉庫群､松坂屋､万国橋

ビル､旧三井物産倉庫の取り壊しなど､横浜の歴

史にとって大事なものを有効な手を打たず見過

ごしてきました｡一般企業であれば､責任を問わ

れ懲罰ものです｡ 

普通は同じ失敗をしないように解決策改善策を

講じるものです｡都市デザインの公共性を判断す

れば､文化財保護法の趣旨に則り､地権者のエゴ

を排除して文化財指定を行い､その利活用を支援

する施策を至急組み立てる必要がある事は内外

の文化財行政が示しています｡ 

 

 

 

頂いたご意見・ご指摘を真摯に受け止めて、歴

史を生かしたまちづくりや公共空間の利活用の

促進など、「魅力と個性のある人間的な都市」と

なるよう、取り組んで参ります 

89 関内地区等を時々散歩で歩きますが、まだまだち

ょっとした「ゴミ」が目立つように感じます。町

内会、商店街、店舗、オフィスビル、公共（市役

所他）を含めた清掃キャンペーン（月１回とか？

日にち、時間等、昼、夜）などを「横」の継がり

で展開してはどうか。 

頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 

90 横浜市は、日本でも輸出入の大きな港湾都市であ

り、予算も中区、西区等東京湾周辺繁華街に主力

が置かれているように感じる。特に瀬谷、泉、栄

方面の発展繁栄について、緑地保全等を加味し

て、対策の一考を望む。 

頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 
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横浜都市デザインビジョン(案)市民意見募集結果 

No. ご意見の内容 本市の考え方 

91 ｢横浜再発見｣運動の展開 

 

1.目指す目標：暮らしやすい「コンパクトシティ」

の実現 

 

 今後の少子高齢化時代･人口減少時代に対応

し､今後とも市民に愛され暮らしやすい都市とな

るためには､｢コンパクトシティ戦略｣が必要にな

る｡目指す横浜の都市構造を､これまでの職住分

離から職住近接､さらに｢職住遊学近接都市｣に向

けて､継続した都市改善の努力が必要になる。つ

まり､｢職｣＝職場､｢住｣＝自宅､｢遊｣＝商店街･レ

クリェーション等､「学｣＝学校･文化等の各々の

場が地域において充実することが望ましい｡ 

 

 このためには､ 

 

･地域雇用の創出→サービスの民間活用､起業化

支援､子育て支援 

･交通環境の向上→公共交通の利便性向上､まち

のバリアフリー化 

･地域資源の活用→居住地の改善､地産地消の推

進､市民交流の活性化 

 

などが重要になる。特に 3 点目の地域資源の活用

には､市民主体にまちづくりを議論する都市デザ

イン活動が不可欠と考えられる｡ 

 

2.基本的な考え方:地域の価値の再発見｢光の 4 原

色｣ 

 

 これまでともすれば｢都心部限定､専門的分野｣

と思われている都市デザインを､豊かな都市生活

を目指すための一般的行為に再構築する必要が

ある。それには､｢観光｣が｢土地の光を観る｣から

由来するように､横浜市民が自ら｢土地の光｣つま

り自然･歴史･文化･産物などの地域資源をしっか

りと共有化することが重要になる。特に､市民の

居住継続のためには､これまで行政があまり関与

しなかった｢遊｣｢学｣の側面が大切であり､地域資

源を生かし横浜の持つポテンシャルを最大限に

発揮させることが求められる。 

頂いたご意見は、本ビジョンの推進にあたって、

また、各事業の実施にあたっての参考とさせて

いただきます。 
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横浜都市デザインビジョン(案)市民意見募集結果 

No. ご意見の内容 本市の考え方 

 

 地域には多様性があり､市民自らが地域資源を

次の 4 原色から捉えてもらいたい。 

｢赤(R)｣＝都市の賑わい･経済活力･娯楽活動 

｢緑(G)｣＝丘の樹林地･豊かな農地･環境資源 

｢青(B)｣＝海や川.港の活動･水のある景観 

｢黄(Y)｣＝史跡･古道･歴史的建造物･文化施設 

 

 この｢RGBY モデル｣により､地域の魅力を各

地域で共有し､共通語として議論することが､地

域活性化ストーリーにつながり､巨大都市横浜の

地域創生に寄与する。 

 

3 まちづくりのアクション. ｢横浜再発見市民コ

ンテスト｣ 

 

 具体化には 370 万という巨大都市におけるム

ーブメント化が課題になる｡｢シビックプライド｣

市民が誇れるまちづくりの視点から､①区民の日

常生活の｢区ブランド｣＝愛着を生む ②全市民

が共有する｢横浜ブランド｣＝誇りにつながる､2

段階の工夫が大事になる｡初年度に 18 区毎の選

定(人口 1 万人に 1 か所選出)を行い 370 箇所の資

源を抽出し､次年度にこれをもとに市民投票によ

って 4 色部門と全体総合のランキング投票を行

う。この過程の中で市民の間で都市デザイン議論

が沸騰することは間違いないと思う。 

 

 

 

 

92 横浜らしさを失わず､美しい海と河川を再生させ

たいです｡ 

 

海に向けて開かれた風景､海風が通る街…。 

歴史的な街並や文化､自然など 

ヨコハマの魅力が少しずつ失われているように

感じます｡ 

今だからこそ､ヨコハマだからできるヨコハマに

しかできない 

思い切った都市デザインを望んでいます｡ 

 

頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 
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横浜都市デザインビジョン(案)市民意見募集結果 

No. ご意見の内容 本市の考え方 

具体的には 

 

これ以上､水際に高層建築物を作らない｡ 

歴史的建造物を壊さない。 

中心部に車を入れない。 

水上交通の充実､水際の解放 

干潟､砂浜の再生など…｡ 

 

とりあえず､新しい市庁舎や周辺の民間ビルもせ

めて 20 階ぐらいにしてもらって海上からアクセ

スできるようにしましょう｡ 

日本大通りは週末だけでも車を入れず歩行者の

みにしましょう｡ 

大桟橋に続く通り（特に山下公園側）はもっと楽

しめるショップ､カフェ､レストランを｡ 

気軽に楽しめる親水施設を万国橋､弁天橋あたり

に作りましょう｡ 

 

統合型リゾートなんかより歴史やアート､食文

化､景観で観光客が集まるような成熟した都市を

目指しましょう｡ 

 

 

 

 

 

 

 

93 ＜都市活動に関する提案＞ 

・横浜にフランスのグランゼコールと同じような

社会での実務経験、マナーを習得させる教育機関

を設立する。 

・海外留学経験者を不利にさせない、年齢制限の

緩和 

・女性の働きやすい環境整備 

・文化交流の機会を増やす。 

・若者と大人の意見交換 

・音楽を発表する、市民がデザインしたファッシ

ョンなどを発表していく場をつくる。 

・男子から女子に流行させたいファッションや文

化を提案できたり、その逆のこともできる交流会

のようなイベントがあると面白いかもしれない。

頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 
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横浜都市デザインビジョン(案)市民意見募集結果 

No. ご意見の内容 本市の考え方 

94 ＜都市風景に関する提案＞ 

・ヨーロッパの街並みを目標として、色調を整え

た街並みを創造する。アメリカ的な雰囲気、ハワ

イアンな雰囲気、先進的、未来的なデザイン 

例として 

 横浜駅周辺を近未来的なデザインに 

 黄金町近辺はアメリカ、テキサス風に 

 大倉山周辺のギリシャ調を強化する 

 新横浜、上大岡エリアに中世的なデザインが欲

しい。 

 

・これからも異文化がまじりあう土地としての雰

囲気をつくっていく。 

・今月号の雑誌で、イギリス、ロンドンの特集を

読みました。ユニークなデザインの建造物、アー

ティスティックなものが多くありました。流線型

のデザインなど、参考にすべきポイントは多いと

思います。 

・世界の建造物のデザイン競争は激しくなってい

ますが、横浜は奇をてらうようなものではなく、

さわやかな雰囲気を持つデザインが支持される

のではないかと思います。 

・ヨーロッパの中世的なデザインを横浜がアレン

ジしたもの、近未来的なデザインがメインになっ

てほしいと思います。 

 

頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 

95 横浜市も急速かつ大規模に進む高齢化と公共施

設.社会インフラの老朽化という課題があり､さ

らに今後はコンパクトな経済､人口､財政､省エ

ネ､都市､交通の都市再デザインが必要になりま

す｡しかし現在でも､国土交通省をはじめ各市町

村で都市計画と交通政策を同時に組合わせて政

策を作るということが十分に機能していません｡

また地域住民も公共性の高い都市デザインには

関心も薄く､なかなか理解することが困難だと思

われます｡そのために私たちが､コンパクトな都

市が実現できる都市計画と交通政策を組合わせ､

具体的でわかりやすい写真､図表､音響等のビジ

ュアル･オープンとこれらをビジュアライズする

PC/スマートフォンアプリを提供し､これらによ

り､まずは自身が住んでいる自治会町内会より始

め､横浜市全体にまで広げ俯瞰的にデザインでき

頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 
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横浜都市デザインビジョン(案)市民意見募集結果 

No. ご意見の内容 本市の考え方 

る手段を提供することも重要だと考えます｡ 

 

この取り組みの具体案として 

 

1.都市計画･交通政策プラットフォーム 

「1 公共交通網､2 到達距離､3 運行頻度の 3 指標

を基礎指標とし､この上に各種指標をレイヤーと

して重ねていく､都市計画･交通政策プラットフ

ォーム」 

急速かつ大規模に進む高齢化と公共施設･社会イ

ンフラの老朽化という課題に対して､都市インフ

ラをテーマとして､今後の日本はコンパクトな経

済､人口､財政､都市､交通の都市再デザインが必

要になり､そのための地域住民が各市町村の都市

計画と交通政策を同時に組合わせた政策を発案

するために､どの地域でも公平に評価できるよう

五段階評価基準を備えた 1 公共交通網､2 到達距

離､3 運行頻度の 3指標を基礎指標とし､この上に

都市計画と交通政策に必要な各種指標をレイヤ

ーとして重ねていく､都市計画･交通政策プラッ

トフォーム｡ 

 

2.未来都市デザインのための地域属性アーカイ

ブス 

｢都市計画･交通政策プラットフォームのレイヤ

ーとして地域を交通拠点､商業地域､住宅地域､観

光地域等属性で分類するための写真アーカイブ

ス｣ 

ビジュアルオープンデータによる地域属性分布 

都市計画･交通政策プラットフォームのレイヤー

として地域をビジュアルオープンデータによる

交通拠点､商業地域､住宅地域､観光地域､オフィ

ス地域､工業地域､公園緑地地域､文数地域等属性

で分類するための写真アーカイブス 

 

3.みんなで作ろう都市交通計画 

｢みなとみらい線馬車道駅から横浜赤レンガ倉庫

までの､観光目的の LRT(低床式路面電車)計画路

線｣ 

国土交通省をはじめ各市町村で都市計画と交通

政策を同時に組合わせて政策を作る必要があり

ます｡大都市部での導入の先例として､観光客が
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横浜都市デザインビジョン(案)市民意見募集結果 

No. ご意見の内容 本市の考え方 

多いにも関わらず､鉄道交通手段がなく､また想

定路線のための道路幅にも余裕があるとい条件

により､観光目的の LRT(低床式路面電車)路線が

最適です。 

コクヨ S&T(秩)の CamiAppS 上の地図に市民が

手書きした LRT 計画路線をスマ- トフォンとク

ラウドに取込み､位置情報を備えた街並みアーカ

イブスと組み合わせて計画路線図を作成します｡

 

4.市民による市電､LRT(低床式路面電車)､街路停

車場で地域交通網の立案 

｢都市計画･交通政策プラットフォームヘ市民が

立案する､街角に市電､LRT､停車場を配置し地域

交通網の起点の写真によるビジュアライゼーシ

ョン｣ 

市民に都市計画･交通政策を興味を持ってもらう

ための､市民ユーザー参加型アプリケーションで

都市計画･交通政策プラットフォームへ市民が立

案する､街角に市電､LRT､停車場を配置し地域交

通網の起点の写真によるビジュアラ 

イゼーションを提供します｡ 

 

5 市民による市電､LRT(低床式路面電車)､街路停

車場で地域交通網の立案 

市民に都市計画･交通政策を興味を持ってもらう

ための､都市計画･交通政策プラットフォームへ

市民が立案する､都市計画デザインのための過去

の写真を使用しての現在場所調査｡ 

96 都市デザイン活動について、明確に着目でき、横

浜の１８区共通してある資源は「水辺」であると

思います。この水辺を通じた気づき、学び、そし

て発信のサイクルをつくることは、横浜が突破口

をひらくチャンスであると感じています。 

頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 

97 自然、近代が共存する横浜市はそのままでありた

いと思います。 

頂いたご意見を参考に、本ビジョンの普及・実

現に取り組みます。 

98 開発された美しい街と懐かしさが共存し続ける

横浜でずっとあり続けてほしいと思います。 

頂いたご意見を参考に、本ビジョンの普及・実

現に取り組みます。 

99 自然と街が共存できるようにしていきたいと感

じました。 

頂いたご意見を参考に、本ビジョンの普及・実

現に取り組みます。 

100 子ども向けのワークショップを行うなど、「子ど

も」から広がることを一緒に考えていけたらうれ

しいです。 

頂いたご意見を参考に、本ビジョンの普及・実

現に取り組みます。 
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横浜都市デザインビジョン(案)市民意見募集結果 

No. ご意見の内容 本市の考え方 

101 散歩して楽しい街を作れたら楽しいと思う（ショ

ッピング、カフェ、自然など） 

頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 

102 おじいちゃん、おばあちゃんと地域のつながり 頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 

103 アートを市民に！より身近なものに！ 頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 

104 鉄道を強化していくことで、横浜に人であふれる

人でにぎわう風景がいいと思いました。 

頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 

105 地域協働としてのまちづくりの促進、ハード面よ

りソフト面の重視、人々へのコミュニティ参加意

識が高い町 

頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 

106 横浜の軸となる目抜き通りが欲しいと思いまし

た。ランドマークとランドマークをつなぐよう

な。 

頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 

107 コミュニティ強化のため、空き住宅等の有効活用 頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 

108 職住接近に向けた新たな職場・オフィス側の提案 頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 

109 大学街、生涯学習、図書館、広い空間、余裕 頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 

110 みなとみらい地区に限らず、様々な場所に芝生を

増やしてほしい。いろいろな世代が集まれる場所

をつくっていけたらいいなと思います。 

頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 

111 「海から見る横浜」を楽しめるように、人々にと

って遊らん船がリーズナブルな価格で本数も多

くなるとよいと思います。 

頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 

112 

 

歩行者と自転車と公共交通を優先した街づくり

をしてほしい。公共交通には、大量輸送できる

LRT（路面電車）か路面電車並みの大きさの電気

バスでもよい。ベビーカーや車いすがたくさん乗

れるものであってほしい。電気バスのメーカーに

聞いたところ、大型であるほど製造しやすいとの

ことでした。ベイブリッジを通過できずに外の埠

頭に停泊する外国の大型客船の乗客の送迎にも

使ってほしい。そして三渓園にも足をぜひ足を運

んでもらいたい。高齢社会では車を使わなくても

暮らせる街づくりが必要です。トランジットモー

ルなど日本では実現できていないものを横浜が

一番先にやってほしい。歩いて暮らせる健康都市

は公共交通及び制度の改革が必要です。頑張って

ください。 

 

頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 
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横浜都市デザインビジョン(案)市民意見募集結果 

No. ご意見の内容 本市の考え方 

113 みなとみらいの空地の活用として、花を栽培する

のはいかがでしょうか？（太陽光パネルを利用し

て）若手農家育成のためにも・・・ 

頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 

114 オリンピックに間に合わせて進めようとしてい

る新市庁舎の建設には大変疑問を持っておりま

す！！おかしいです！既存のものを活かす等他

に道があります。 

頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 

115 臨海部に高層の建築物はいりません。海からの景

観を大切にしてください。 

頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 

116 

 

今までの横浜デザインとして 

・ Baybridge  ・ Skyline  ・ RedBrick  ・

Promenade ・NightView ・Open-Air-Café

を添付されていましたが（概要）、これらは全て

し中心部のことばかり。市全体の取組はどう扱っ

ているのか。 

・郊外部は無視ですか？都市像として郊外部は重

要ではないでしょうか。市の都市デザインが東部

にかたよりすぎていないのか。 

・今回の意見募集の結果を公開レビューしてほし

い。 

横浜デザイン市民会議みたいなものを設けては

どうか。 

頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 

 その他（１件）  

117 みんなはたらきすぎ。びんぼうひまなしというじ

ゃないですか。やすみやすみにしごとをおこな

い。べんきょうよりあそびの方がたのしい。べん

きょうはあたまをつかい、あそびはいやなことを

わすれ、みんなでたのしめてフォークダンスで輪

になっておどりましょうよ。ねよう世界中！！み

んな停止。ぼうやよいこだねんねしな。みんなも

ちいえ、いっこだて、マンション、アパート（高

層階）バベルの塔。言葉をよく知りすぎると無口

になります。 

頂いたご意見は、各事業の参考とさせていただ

きます。 

 


